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１．はじめに
１−１　本稿の目的
　明治 38年（1905）7月 19日、孫文は欧州から横浜に到着した。ブリュッセル、ベルリン、
パリでそれぞれ革命同盟の組織化を成功させ、東京へとやって来た孫文は、7月 28日に宮崎寅
蔵の紹介で黄興と神楽坂の中華料理店鳳楽園で会談し、革命を語り合った 1）。7月 30日、赤坂
区檜町三番黒龍会（内田良平宅）で中国同盟会の準備会を開いた 2）。その後、黄興の呼びかけで
8月 13日に飯田河岸 3）の富士見楼で孫文歓迎会を催し、1,300人以上の清国留学生が集まった 4）。
その直後の 8月 20日、中国近代史に大きな影響を与えた革命の組織――中国同盟会が東京赤坂
区霞が関の坂本金弥邸で発足した。また、同年 11月 2日に文部省「清国人ヲ入学セシムル公私
立学校ニ関スル規程」が公布された後、12月 5日に宏文学院の学生 300人を始め、取り締まり
令に反対する集会が度々富士見楼で開かれた。このように、富士見楼は明治 38年と 39年の初
めごろ、東京で清国留学生たちをめぐって起きた大きな事件に度々登場する舞台となっていた。
しかし、今までの中国人留学生研究や中国同盟会の研究の中では、富士見楼についての考察がな
されたことはなかった。回想録や研究論文において孫文歓迎会に関連する記事では、「あるレス
トラン」などのような曖昧な表現で取り上げられたり、または「麹町の富士見楼」のように伝え
られたりしたこともある 5）。
　明治から大正期にわたって、清国留学生たちはたびたび大人数で様々な集会を開いた。その場
所は錦輝館や留学生会館などが記録されることが多かったが、明治 38年前後は、富士見楼に集
中している。文部省「清国人ヲ入学セシムル公私立学校ニ関スル規程」の公布に伴い、たびたび
協議会を開き、文部省の取締に抗議した。
　富士見楼はどういう場所なのか。なぜ中国人留学生たちは明治 38年に度々そこで集会を開い
たのか。大正 12年（1923）9月 1日の関東大震災で大火災によって富士見楼は灰燼と化してしまっ
たため、現存の資料は極めて少ない。本稿は現存のわずかな資料を通じて富士見楼の在りしかつ
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ての姿に迫り、中国の近代史と近代留学生史に関わる中国同盟会成立前後の舞台を明らかにした
い。
１−２　方法と資料
　富士見楼の成立と営業の変容を考察するには、経営者の芹沢半蔵の自伝『私の一生』（富士見楼、
1915年）と『河岸地台帳』（東京市地理課、1889年）が有効な資料である。そのほか、明治大
正期の読売新聞に掲載された富士見楼の関連記事も貴重である。そして、孫文歓迎会に参加した
当事者たち――宋教仁の『宋教仁日記』6）、馮自由の「記中国同盟会」（『中華民国開国前革命史』
世界書局、1954）と陳天華の「紀
ママ
東京留学生歓迎孫君逸仙事」（『革命文献第 65集　中国同盟会
革命資料一』杜元載編、中国国民党中央委員会党史委員会、1974年）は、当時の様子を知る第
一級の資料である。また、『中華民国国父実録』（全 6冊、羅剛編、羅剛先生三民主義奨学金基金
会、1988年）などの年表、関係者たちの回想録や明治期に出版された『東京案内』（龍渓書舎編
集部、龍渓書舎、1992年復刻）や『東京明覧』（織田純一郎、田中昴など編、集英堂、1904年）
といった案内書および明治期の文化人の日記などがあり、当時の状況を類推するのに役立つ。さ
らに、飯田河岸の先行研究として、高橋昌志「明治期における飯田河岸の成立とその変容過程」（『日
本建築学会計画系論文集』第 81巻第 720号、2016年）があり、富士見楼の立地を特定するに
は大きな教示になる。
２．富士見楼の歴史
２−１　富士見楼の立地と位置
　富士見楼は東京市麹町区飯田河岸 18番地 7）にあった割烹料理店である。富士見楼の主人であ
る芹沢半蔵は安政元年（1854）11月 21日生まれで、静岡県駿東郡浮島村出身である。その自
伝『私の一生』（同前）によると、芹沢はもともと神田猿楽町 2丁目 8番地で小さな油屋を経営
していたが、隣の材木店を買い取って、材木と油と薪炭を販売していた。薪炭は炊事や暖房用の
燃料として当時の生活に欠かせない必需品である。薪や炭は常陸牧方の問屋から船で神田川を
通って水道橋まで運ばれて、そこから自分で車を引いて運んだ。しかし体力の限界を感じたため、
飯田河岸 18番地を借りて家を建て、下を材木屋、二階を下宿屋にする家を建てることにした。
井戸を掘ると水が噴き出したため、噴水を拵え、屋根付きの露店を作って、涼み客を相手に枝豆
と酒を売って繁盛した。それが富士見楼の前身となった。
　飯田河岸は明治 20年代に新規に成立した河岸地である。神田川は幕末までは、外堀の一部の
役割を果たし、南岸に当たる飯田土手が神田川の水害から郭内を守るため作られたが、内郭に属
しているため、利用が制限され、幕府によって管理された。江戸時代には水運、港の利用が重視
されたが、明治政府は陸運への転換を図った。そのため、飯田河岸は、明治 22年になってよう
やく河岸地に編入され、民間に貸し与えられるようになった。河岸の定義については、「河岸地
規則」（東京府布達［明治 9年 9月 16日甲第 96号］）によれば、「河岸地物揚場ト称スルモノハ
河川ノ沿岸ニシテ物貨陸揚舟積ノ用ニ供スル地ナリ」「河岸地トハ船楫ノ通スル本部ニ沿ヒタル
地ノ称ニシテ従来確定セル民有地ノ外ハ人民之ヲ所有スルヲ得サルモノトス」（第一条）（『警察
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法鑑』警視庁蔵版、博聞本社、1890年）とされたのである。また、「河岸地其他取締」（明治 5
年 10月 25日東京府布告第 720号）では、河岸地を官有地とし、その管理方法が定められていた。
よって、飯田河岸は東京の官有地として河岸地と位置付けられ、個人や民間に貸し与えられた。
河岸地の借用目的は、共同物揚場、土蔵、薪炭や土、石などの置き場、染め物の工場など、さま
ざまであるが、住居として使用したり、商売をしたりする場合も多かった。
２−２　富士見楼の開業時期
　富士見楼はいつ建てられたのか。それについては、朝倉治彦・槌田満文編『明治東京名所図会』
（東京堂出版、1992年）では、富士見楼の開業は明治 20年とある。それに対して、高橋昌志「明
治期における飯田河岸の成立とその変容過程」（前出）では、明治 20年説に異を唱え、「やはり
明治 24年の段階での借地が、その規模も大きいことから、正規の富士見楼の開業時期である」
と主張している 8）。その根拠は、明治 22年発行の『河岸地台帳』（前出）に記載された記録であ
る。それによれば、芹沢半蔵が拝借人として飯田河岸第二号ノ七の甲の土地を借りたのは明治
24年 1月 19日からである。しかし、『読売新聞』の記事によると、「此ごろ麹町区飯田町五丁目
の新開地なる旧水戸邸向河岸の土手跡へ新築の富士見楼ハ金廿五銭にて折詰の菓子を出して刺
身、茶碗、焼肴で飯を喰せお負に薄茶を飲せて湯に入るとハ虚の様に安い」（明治 22年 3月 19日）
とある。ここから、富士見楼が明治 22年 3月に営業を開始したと推定できるのではないかと考
えられる。これは飯田河岸の開発と時期が符合する。『河岸地台帳』に記載された「明治 24年 1
月 19日」とのずれについては、登記の時期、もしくは行政の記載手続きが遅れた可能性がある
と推定される。
２−３　富士見楼の名称の由来
　富士見楼の名称の由来は、富士山が見えるからではなく、麹町区飯田町富士見町の近くにある
図 1　飯田河岸における富士見楼の位置（『江戸・明治・東京重ね地図』に基づく製図）
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からでもなく、主人の芹沢が静岡の駿東郡の出身だからである。料理代は一富士 (40銭 )、二鷹
(25銭 )、三茄子 (20銭 )の三等に分けられる。「家印しは、富士に見たてゝ入山形を用ゐ、瀧で
儲けたから、其下へ瀧と云ふ字を箝めた。そして湯瀧を拵へて、客を待つて居たが、なか ?
?
思
ふやうに来ない、そこで辛苦を重ねて大広間を造り、宴会を主として行るやうになつた。すると
良い安排に、お客がだん ?
?
来るやうになつて、今日の盛を為したのである。」（『私の一生』前出、
35～ 36頁）。明治 22年（1889）7月、富士見楼は百余畳敷の大広間を増築した。『読売新聞』（明
治 22年 7月 7日付）によれば、「富士見楼にてハ今度新に百余畳敷の大広間を立増し普請落成
の祝として一昨日日頃出入する牛込芸妓一同を招き」、盛大な宴会を催した。さらに、同年 12月
上旬に浅草の鴎遊館、両国の中村楼などにならい、広大な演説や舞踏席を新設した 9）。それ以降、
富士見楼は集会の場所として使われるようになり、だんだん繁盛し始めた。例えば、『読売新聞』
では、明治 23年から 25年まで、青年大演説会、政談演説会、存娼演説会や、北海道人の親睦会、
秋田県人や大分県人の親睦会が度々開かれた。これらの新聞記事は芹沢の自伝と符合している。
つまり、富士見楼は創業間もない時期から集会場所として一般的に知られ、利用されていた。
　富士見楼が位置する飯田河岸は新設の河岸地であるが、飯田濠の北岸にある神楽河岸は、江戸
時代から物流の拠点として栄えてきた。特にその近くには、花街として知られた神楽坂があった。
『穂積歌子日記 1890～ 1906』（穂積歌子、みすず書房、1989年）によると、富士見楼は創業当初、
神楽坂の花街から芸者を借りて営業をしていたという 10）。しかし、芹沢の自伝では、芸妓家と
のトラブルで芸者を遣さなくなり、落語家の小勝に相談して、女房のおなべに芸妓家をやらせた。
おなべは「小清」と名乗り、「狸」という抱え妓を置いて稼いだ。それを見て、芹沢も芸妓を抱
えたが、たびたび逃げられてしまったという。
　そのため、浅草の三枝米太郎、臣真と相談して、東京の芸妓家を三分割にして管理することに
なった。新橋、芝辺、柳橋を三枝、浅草、数寄屋町、外神田を臣、牛込、番町、四谷を芹沢が支
図 2　富士見楼の正面（芹沢半蔵『私の一生』より引用）
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配することになり、全国芸妓家同盟会を設立し、芸者の逃亡を防ぎ、営業上の利益を図った。芹
沢は飯田橋に、藤本、新藤本、分藤本の三軒の芸妓家を設立し、30人余りの芸者を抱えた。よっ
て、富士見楼は料亭、待合茶屋、芸者置屋を兼ねて経営し、三業会の料理屋と言われていた。さ
らに瀧という噴水と湯瀧という温泉を設けたため、多くの宴会が富士見楼で催され、繁盛したの
である。
３．中国同盟会創立までの時代背景
　明治 30年代の半ばから清国人留学生たちはしばしば集会を開いた。例えば、明治 36年（1903）
4月 27日に、章炳麟らが上野精養軒で「支那亡国二百四十二年記念会」の開催を企画したが 11）、
官憲によって禁止された。5月 3日には、広東人同郷会 50人と湖北人同郷会 84人が錦輝館で集
会を行った。5月 17日に弘文学院、成城学校、同文書院の学生 111人が清風亭で会合し、清国
人留学生自治規約草案を起草した 12）。8月、在京清国留学生と在留民が留学生会館で集会、ロシ
アに兵力を持って撤兵を迫るよう呼びかけた。
　明治 37年（1904）10月に清国政府は「約束遊学生章程」と「自行酌辦立案章程」、「鼓励遊
学畢業生章程」を公布し、清国人留学生は 2,000人を超えた。12月に「考験出洋畢業生章程」
八か条が公布され、清国留学生が卒業後、北京において試験執行並びに同執行に関する規定が定
められた。それにより、明治 38年（1905）6月ごろになると、清国留学生は 8,000人ほどに激
増した 13）。
　中国社会の支配階級の子弟として裕福な家庭で育ったこれらの学生は、優越感を持って日本に
やってきたが、日清戦争後の日本社会で様々な体験をしたことにより、民族主義の意識に目覚め、
変革を拒み、「惰眠」を貪る中国社会と庶民に不満を持ち始めた。義和団の乱を経て、明治 34年
（1901）、清国政府は 11カ国代表と『辛丑条約』を締結し、賠償金を支払うほか、各国の軍隊の
北京駐留を認めた。同じ時期に、日英両国は同盟を結び、中国と朝鮮における既得権益を守ろう
とした。それに対して、露仏も同盟を結び、対抗した。日本では、梁啓超が横浜で『新民叢報』
を発行し、立憲君主制を唱えた。しかし、留学生らは、満州人の支配層の無能さやロシアなどの
列強の圧迫および日本社会の差別に憤慨し、急激な革命思想に共鳴するようになった。明治 34
年（1901）春、広東出身の王寵恵、李自重、馮自由らは東京で「広東独立協会」を組織し、明
治 35年（1902）春、章炳麟、秦力山、馬君武らは「中夏亡国記念会」の設立を呼びかけ、張継
らは「青年会」を組織し、同年の冬、蔡元培、呉敬恒らは「愛国学社」を設立し、満州人政府打
倒を唱えた。翌年、『湖北学生界』、『浙江潮』、『江蘇』などの雑誌が出版され、革命思想を謳った。
一方、ロシアが約束を破り、東北から撤兵しないため、明治 36年（1903）春、鈕永建、藍天蔚
らは、「拒露義勇軍」を組織した。しばらくして「学生軍」、さらに「軍国民教育会」と名称を改
め、ロシア反発から清政府打倒へ転換した。同年の冬、黄興、劉揆一、宋教仁らは「華興会」を
組織した。明治 37年（1904）春、黄興はさらに「同仇会」を創立し、同年の冬、襲宝銓、蔡元培、
陶成章らは「光復会」を組織し、数多くの革命団体が成立した。官憲への爆弾テロ、政府打倒の
秘密結社、鄒容の『革命軍』や陳天華の『猛回頭』といった書籍や雑誌の出版、武装蜂起など、
東京での革命の機運が高まりつつあった。それに対し、日本の官憲は清国政府の要請を受けて、
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留学生たちの革命運動を弾圧し始めた。
　孫文は明治 27年（1894）、サンフランシスコで興中会を創立し、明治 28年（1895）に広州蜂
起が失敗し、横浜に逃れた後、主に華僑社会の力を借りて武装蜂起を試みた。その後、欧米を歴
遊しながら、度々日本に立ち寄って滞在したが、主に世界各地の華僑と哥老会、三合会などの秘
密結社の力に頼って活動していた。明治 34年（1901）に東京の留学生たちの間で革命の機運が
盛んになり始めてから、横浜にいる孫文は初めて留学生たちと交流し始めた。孫文は明治 38年
（1905）にブリュッセル、ベルリン、パリでそれぞれ留学生の革命同盟の組織を立ち上げてか 
ら 14）、華僑、秘密結社以外の留学生の役割を認識したと思われる。欧州の留学生はほとんど中
国国内や日本から行った人たちで、留学する前に国内や東京で革命思想に触れ、その影響を受け
て革命思想に賛同したのである。
　明治 38年、清国政府は度重なる失政や洋務運動、新政運動の失敗により、ようやく政治体制
の改革の必要性を認識し始め、予備立憲を宣言した。しかし、それと時期を同じくして民族主義
者と革命者及び留学生たちは革命運動のリーダーと出会った。孫文は革命者として人間的魅力に
あふれる一方、留学生たちは社会変革への緊迫感を共有していた。それは明治 38年における東
京の清国留学生界の背景であった。
４．孫文歓迎会と富士見楼
　前述した通り、明治 38年（1905）7月 28日に、孫文は宮崎寅蔵と一緒に神楽坂の近くにあ
る黄興の家を訪ね、神楽坂の中華料理店鳳楽園で会談し、約 2時間ほど革命団体の同盟を語り合っ
た。同日午後、孫文は「二十世紀之支那」社へ赴き、陳天華と宋教仁を訪ね、革命党の創立と人
材招集の重要性を力説した。そして後日赤坂区の黒龍会 15）で再び会談することを約束した。29日、
黄興は華興会の会員を自宅に招き、革命党創立の可否を話し合った。席上、陳天華は華興会を中
心に他団体との同盟を唱えたが、劉揆一は孫文の革命同盟会への合流を主張したため、意見の一
致を見ず、結果、個人の意思に任せるとの結論に至った。同日の夜、孫文は黄興、宋教仁、陳天
華らと北辰社で会い、同盟会の組織方法などの細部を話し合った。
　7月 30日に黒龍会で開かれた同盟会の準備会には、70人余りが参加した。今回は留学生界の
各省の革命団体が初めて一堂に会した。甘粛省を除く 17省の革命党のメンバー、黄興を中心と
した湖南人グループの華興会、孫文を中心とした広東人グループの興中会、宮崎寅蔵、内田良平、
末永節ら日本人も参加した。孫文と面識があったのは、程家檉、馬君武、張継、黎勇錫、胡毅生、
朱少穆、馮自由、宮崎寅蔵、内田良平、末永節などの 10人で、残りの各省の革命党の多くは黄興、
宋教仁、程家檉の呼びかけで駆けつけたのである。
　席上、孫文は全国の革命党と各団体が新党を作り、清朝打倒の必要性を唱えた。それを受けて、
張継は新党名を「中国革命同盟会」と提案したが、「対満同盟会」などの提案もあり、議論した
結果、「中国同盟会」と定めた。同盟会の宗旨を決め、孫文は趣旨の説明を行った。その後、秘
密結社の習わしに従い、誓いの儀式、誓いの文言、誓いの文書、合い言葉などを定め、滞りなく
儀式を行った。長年、哥老会、三合会などの秘密結社と交流があった孫文にとっては、これらの
儀式は熟知するものであった。
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　参加者は先行研究によると 73人が判別している。孫文歓迎会に参加するメンバーを推定する
には参考になるため、人数が多いが、記しておく。省別で見ると、以下の通りである 16）。
　安徽省：程家檉、呉春陽。
　浙江省：蒋尊簋。
　陝西省：康宝忠。
　江西省：陳栄恪、張華飛。
　広西省：譚鸞翰、馬君武、盧汝翼、朱金鐘、藍徳中、曾龍章、鄧家彦。
　湖北省： 時功玖、耿覲文、涂宗武、金仲勉、曹亜伯、周斌、陶鳳集、葉作賓、李仲逵、劉通、
李叶乾、范熙績、許緯、劉樹湘、匡一、田桐、但燾。
　湖南省： 陳天華、曾継梧、余範傳、郭先本、黄興、姚越、張夷、劉道一、陶鎔、李峻、宋教仁、
周詠曾、鄒毓奇、高兆奎、柳揚谷、柳剛、宋式善、范治煥、林鳳遊、郭家偉。
　福建省：王孝縝。
　直隷省：張継。
　広東省： 黎錫勇、朱少穆、謝延誉、黄超如、馮自由、姚東若、金章、汪兆銘、古応芬、杜之杕、
李文範、胡毅生、朱大符、張樹枏、何天炯。
　四川省：呉鼎昌。
　其の他：孫文、宮崎寅蔵、内田良平、末永節。
　これを見てもわかるように、黄興を始めとする華興会のメンバーが多く含まれている。
　孫文歓迎会は同盟会の影響を広げ、同盟会のメンバーを増やすために、開催されることになっ
た。『宋教仁日記』（前出）によると、8月 9日、宋教仁は田桐、張歩青と一緒に富士見楼へ行っ
て部屋を下見し、予約を取った。11日に田桐は富士見楼の予約が 13日午後 1時から 6時まで取
れたと知らせた。そこで、宋教仁は田桐に関係者に通知はがきを出すよう指示をし、自分で留学
生会館へ行き、「歓迎孫逸仙先生大会」の紙を貼り出した。
　8月 13日 11時ごろ、宋教仁は富士見楼に行き、開会の準備作業に取り掛かった。それから桜
亭へ行き、すでにそこにいた孫文に早めに会場に来るよう頼んだあと、再び富士見楼に戻った。
午後 1時ごろ、孫文が白い洋服を身にまとい、数人とともに富士見楼の会場に到着した。満場の
拍手の中で歓迎会が始まり、宋教仁は先に歓迎の言葉を述べてから、孫文の演説「中国応建設共
和国」が始まった。その中で孫文は次のように、聴衆を鼓舞した。
　所以鄙人無他，惟願諸君將振興中國之責任，置之於自身之肩上，昔日本維新之初，亦不過
數志士為之原動力耳；僅三十餘年，而躋於六大強國之一。以吾儕今日為之，獨不能事半功倍
乎？
　（だから、僕はほかの願いはなく、ただ諸君に自分の肩に中国を振興する責任を担うよう
願いたい。昔、日本は明治維新を断行するとき、数名の志士が原動力として活躍したに過ぎ
ない。わずか三十数年で六大強国の仲間入りを果たした。我々が今日にこれを成し遂げる場
合、豈に事半ばにして功倍すならんや？）
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 「紀
ママ
東京留学生歓迎孫君逸仙事」（前出）8頁を参照、筆者訳
　今回は、孫文が初めて東京で公の場に姿を現したのである。会場には最初、6～ 700人いたが、
後から来る人が絶えず、異常に込み合ったため、警察に門を閉じるよう頼んだ。外で入れなかっ
た人々が大騒ぎになり、宋教仁は説明したうえで、門を開けてもらい、騒ぎは収まった。孫文の
講演の後、程家檉と蒯寿枢が相次いで演説した。さらに、宮崎寅蔵と末永節が演説に立った。歓
迎会は午後 6時ごろ散会した。
　陳天華の「紀
ママ
東京留学生歓迎孫君逸仙事」（前出）によれば、「是日至者千三百餘人，已告滿員，
後至者皆不得入。然猶不忍去，佇立於街側以仰望樓上者復數百人。有女學生十數人，結隊而來，
至則門閉，警察守焉，女學生大憤，恨恨而返。」（その日、来た人は千三百人余りで、満員になっ
た、あとから来た人はみな入れなかった。しかし、彼らはなかなか離れず、道端に佇み、楼の二
階を仰ぎ見ていた人は数百人いた。女学生十数人のグループが隊列をなしてやって来たが、門は
締切になり、警察が門を守っていたため、女学生たちは入れず、がっかりして帰っていった）と
いう。
　参加者の人数については、記述がやや異なっているが、空前の規模であったことが窺える。
　一方、富士見楼については、「飯田河岸に峨ゞとして聳ゆる高楼、座敷広く内抱芸妓を置き、
温泉の設けあるなど、紅塵の巷に於ける別天地」（『東京の表裏　八百八街』杉韻居士、鈴木書店、
1914年）と紹介されている。
　富士見楼の庭には人工の小山があり、噴水があって赤い錦鯉が泳いでいる。さらに、葡萄棚が
あり、一面は緑に覆われている。神田川に出る小さな門の側には、一隻のボードがつながってい
た。神田川は多くのレジャーボードが浮かんで、憩いの場になっている。夏になると、毎年新聞
記者を招き、滝開きのイベントを催し、宴会を開いた。また、「隔岸為砲兵工廠，煙突林立，黑
雲蔽天，聲隆隆不絕，雄壯殆不可名狀」（河の対岸に砲兵工廠があり、煙突が数多くそびえたっ
ていて、黒い煙を吐き出して、機械の音がごうごうと轟いた。その勇壮な様子は言葉で言い表し
難い）（陳天華の前出記述より）とある。
　富士見楼は当時珍しい噴水をしつらえた、美しい庭園のある料亭であった。また、日本橋人形
町に本店を構える老舗料亭の「玄冶店　濱田家」の初代主人三田五三郎が、富士見楼で修業をし
たほど、世に定評ある割烹料理店であった。
　大広間があるため、明治 22年（1889年）10月 13日に能弁家城山静一の政談一人演説を皮切
りに、播磨青年親睦会の集会（明治 23年 1月 6日）、自由党員の送別会（明治 23年 2月 6日）、
広島県学生親睦会（同年 3月 2日）、能弁学会練習会（3月 30日）、青年大演説会（4月 23日）、
政談演説会（5月 2日）、存娼演説会（5月 31日）、自由党解党集会（7月 31日）など、集会の
場所として知られている。明治 32年（1899）7月に新たに 3階の大広間を増築し、集会所とし
ての機能を伸ばした。明治 38年（1905）8月 13日に孫文歓迎会が開かれたあと、10月 14日に、
日本山岳会設立大会が富士見楼で開かれた。
　明治 37から 40年前後まで、富士見楼で開催された大会の会費を見れば、筑前学友春季大会
の会費は学生が 40銭で、秋田県人大懇親会の会費は、一般は 1円 50銭、学生は 75銭であった。
北海道学生大会は 35銭であった。そこから考えるに、孫文歓迎会に参加するには、会費を支払
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うかどうか不明だが、その可能性が否定できない。それでも 1,300人以上の留学生が集まったこ
とから、留学生たちの革命への熱意が強く感じられる。
　飯田河岸は神田からほど近く、花街の神楽坂にも近く、甲武鉄道は明治 22年に新宿から立川
まで開通し、明治 28年に新宿から牛込停車場（今の飯田橋駅）まで延長され、明治 38年の時
点では、神田から飯田河岸へのアクセスが非常に便利になった。これも多くの清国人留学生が会
場に駆けつけた理由の一つであろう。
　さらに、黄興の自宅が飯田河岸からほど近い神楽坂にあるし、飯田河岸の対岸に砲兵工廠があ
り、武装蜂起をもくろむ孫文らにとっては、恰好のよい場所であると言えよう。
　これらのことを総合的に考えれば、富士見楼が孫文歓迎会の会場として選ばれたことが納得の
行くことである。
５．おわりに
　孫文歓迎会後の 8月 20日午後 2時に、中国同盟会が東京赤坂区霊南坂子爵坂本金弥邸で成立
大会を開き、正式に発足した。参加者は 300人余りという。欧州の革命同盟に比べて大きな成功
である。協議の結果、東京本部に執行部、評議部、司法部の三部門を設けた。さらに執行部に庶
務、内務、外務、書記、調査、会計が置かれた。評議部に議長、評議員、司法部に部長、検事長
がそれぞれ選挙で選ばれた。孫文は総理と選ばれ、黄興は補佐として同盟会の実務を担当した。
それまでに度重なる失敗を経験した孫文はようやく全国各省（甘粛省を除く）の若い知識人の信
頼を得て、革命団体の組織に成功し、辛亥革命および中華民国のために人材を集めることができ
た。
　陳天華は孫文を「屢敗而將來有成功可望之英雄」（度重なる失敗したが、将来成功の望みのあ
る英雄）としている。これは留学生たちの気持ちを代弁している。孫文は学生たちにとって希望
の星であり、満州人支配の清国政府を打倒し、中国を近代国民国家に導く勝利の象徴である。留
学生たちが望んだのは速やかな革命であり、それこそ列強の更なる干渉を防ぐ唯一の手段だと思
われる。彼らの中に広く広まった焦りと孫文の人格的魅力がうまくマッチし、歓迎会を中心に、
東京にいる清国留学生たちに大きな影響を与えた。
　孫文の人格的魅力のほかに、犬養毅などの日本の政治家からの支援、欧州の留学生からの評価、
孫文の外交手腕、海外についての豊富な知識、聴衆の心を鼓舞する演説、洗練された身嗜みなど、
東京に集まった若い知識人たちから信頼を得た。孫文の来日で、東京の清国留学生の間で革命の
機運が一気に高まった。その中で、明治 38年（1905）に中国の近代史を大きく動かす前兆が現
れた舞台の一つは富士見楼であった。孫文歓迎会だけでなく、前述したように、その年の年末に
文部省の取り締まり令に反対する集会が度々富士見楼で開かれた。
　富士見楼は初代主人芹沢半蔵の手によって宴会場として大きく成長した。一方、芹沢は明治
32年（1899）年に議会に提案された営業税改正法律案で料理店に対する大増税に反対し、全国
料理組合を組織し、政府案を撤回させるために奔走した。それにより、料理業者が団結し、芹沢
も組合の組長と選ばれた。また、芹沢は三宅孤軒を主筆に迎えて『料理新聞』を発刊した。その
経営手腕が同業者からも多大なる敬意を得た。大正 6年（1917）に芹沢半蔵が死去し、富士見
Global Studies　創刊号
－ 32 －
楼の経営は二代目芹沢覚次郎の手に移り、日本橋へ支店を出し、自動車で客の無料送迎をしたり
して、大きく繁盛した。しかし、大正 12年（1923）9月 1日の関東大震災で大火災によって飯
田河岸の富士見楼は灰燼と化してしまった。その時に麹町区にあった帝国劇場、有楽座、飯田町
停車場、松本楼なども同じく焼失してしまい、東京の約 7割、31万軒あまりの家屋を失った。
　本稿で示された富士見楼は、明治時代の集会場として、また中国の近代史に大きく足跡を残し
た清国人留学生が中国同盟会を組織する前後によく利用した場所として我々の記憶に留めておく
べきであると言えよう。
注
 1） この会合には末永節、張継が同席していた。
 2） 『宋教仁日記』によると、準備会をスムーズに立ち上げるために、7月 29日の夜、孫文は黄興、宋教仁、
陳天華らと北辰社で会い、同盟会の組織方法などの細部を話し合ったという。
 3） 明治 22年（1889）から始まり、昭和 8年（1933）に消滅、飯田橋駅から小石川橋に至る河岸沿いの狭
長地域。図 1を参照。
 4） 陳天華の「紀東京留学生歓迎孫君逸仙事」に 1,300人と言い、『宋教仁日記』では、会場に 600～ 700
人が入ったという。人数について諸説があるが、本稿は陳天華の説に従う。
 5） 中国文化大学教授陳鵬仁氏「孫文と日本（8）」における見解。NPF国家政策研究財団の研究所 HP掲載
http://www.taiwannpfnews.org.tw/japan/page.aspx?type=article&mnum=119&anum=12034を参照、
2016年 11月 20確認）。「麹町の富士見楼」は富士見楼が麹町にあると誤解されるため、正しくは麹町
区の富士見楼か、飯田河岸の富士見楼である。
 6） 原名は『宋漁父遺著・東瀛遊学日記』（宋教仁、桃源三育乙種農校、1920）である。
 7） 『河岸地台帳』によると、「第二号七ノ甲」であり、坪数は 296.63坪である。
 8） 「明治期における飯田河岸の成立とその変容過程」（前出、517頁）注 37を参照。
 9） 『読売新聞』（明治 22年 11月 16日付）の記事「富士見楼の新趣向」を参照。
10） 穂積歌子（1863～ 1932）は明治期の実業家渋沢栄一の娘で、法学者穂積重行の妻である。その日記は
明治を知るうえで貴重な資料である。
11） 発起人は章炳麟，馮懋龍，秦鼎彝，王熊，周逵，馮斯欒，唐蟒，李群，馬同，朱楞の 10人であり、年
に二回大会を開く。本部は東京牛込区天神町 65番地に置かれた。
12） 弘文学院は 1903年に乾隆帝の諱の「弘暦」の「弘」を避諱して、宏文学院と名称を改めたが、本稿は「清
国留学生ノ規約設定」（アジア資料センター所蔵、資料番号 3-2533）の記述に従った。また、清風亭は
牛込区五軒町にある料理店である。
13） 留学生の人数は諸説があるが、本稿は『読売新聞』の記事「留学生激増」（明治 38年 6月 17日付）を
参照した。
14） 馮自由『中華民国開国前革命史』上（世界書局、1954）175～ 176頁によると、革命同盟に加入する人
はブリュッセルでは、30人余り、ベルリンでは、20人余り、パリでは、10人余り、それに対して、東
京では、数百人であったという。
15） 明治 34年（1901）1月に内田良平らを中心として設立された国家主義の団体で、本部が赤坂区檜町三
番の内田良平宅に置かれ、頭山満はその顧問を務めた。
16） 蒋永敬『胡漢民先生年譜』（台湾商務印書館、1981）47～ 48頁を参照。
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